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法
施
行
か
ら
■
年
を
迎
え
た

３
日
、
円
山
公
同

音
楽
堂
に
２
千
人
が
集
ま
‐り
■
し
た
．

国
賠
同
盟
か
ら
も
多
数
参
加
し
口仕

名
を
訴
え
、
デ

モ
行
進

に
参

加

し

ま

し
た
ｃ

ｔ

ｌ

ａ

．

」
饉
露

５
月
日
諄
ヽ
施
行
か
腕
星
一に
な
全
思偉蛤詰
本晉
然
す
。

生経
６
条
一綿
只
ど
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含
圏
５
多

シ
ョ
ン
ｏ京
営

の
一殊
ゞ
伴
累
ゝ
円
山
公
園
尉
釜
量
童

で
大
規
遭笙
《
バ仏
不
藤
籠
燿
さ
れ
．
２
０
只
Ψ
〈が
恭
加

し
ま
し
く

〈ス
ロ
禾
２
層

紫
め
の
ン

いヽ
る
の
頃

大
軍

拡
ｏ人
漿
燿
」ゝ
る
・毅
矮
あ
準
備

で
は
な
ヽ

雲
撲
９

条
に
も
低
　
　
　
　
　
本
努
喘夕
″蒲
じ
タト　
ギ
莉
の

準
備

ノК
乳

み
あ
芦
と
行
動
と

草
の
承
ｐ
♀
含
と
起

こ
レ
ま
し
ょ
れ

集
（素
ほ
ゴ
甚
望
あ
い
さ
つ
の
像

ジ
ャ
ー
石
り
（ト

の
末
握
」当
裂
んヽ
が

「ア
　
　
　
　
　
　
　
に
な
２
序

田
△
罪
や
″い
込
ゲ
憲
い体
星
↑
」
畠
甲
る
種
膠
存

い
ま
レ
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末
辱
ゞ
解
ヽ
ア
　
　
　
　
　
　
に
そ
つ
た
落
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茎
書
鮮
讐
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含
つ
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ろ
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ド
リ
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政
管
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崎
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総
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尋
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暴
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つ
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し
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５

月

１

日

。

今

日
は
第

９４
回
メ
ー
デ
ー

第
９４
回
全
京
都
統

一
メ
ー
デ
ー

大
会
が
、
５
月
１
日
に
二
条
城
前

広
場
で
行
わ
れ
、
４
０
０
０
人
が

参
加
。
主
催
者
あ
い

さ
つ
し
た
梶
川
憲
実

行
委
員
長

（京
都
総

評
議
長
）
は
、
物
価

高
騰
を
上
回
る
賃
上

げ
や
最
賃
１
５
０
０

円
、
均
等
待
遇
実
現

へ
の
決
意
を
表
明
し

ま
し
た
。

さ
ら
に

「戦
争
を

し
に
行
く
国
づ
く
り

と
大
増
税
な
ど
に
暴

に
ぎ
あ
う
繁
華
街
を
市
役
所
前
ま

で
ア
ピ
ー
ル
行
進
を
行
い
ま
し
た

治
安
維
持
法
国
賠
同
盟
か
ら
原

田
府
本
部
会
長
を
は
じ
め
多
数
の

同
盟
員
が
参
加
し
、
署
名
を
訴
え
、

ア
ピ
ー
ル
行
進
に
参
加
し
ま
し
た
。

「大
軍
拡

ｏ
大
増
税
や
め

大
幅
賃
上
げ
を
！
」

「団
結
で
守
ろ
う
　
平
和
と
暮
ら

‐し
―
。」

二
条
城
前
広
場
で
国
賠
署
名
を
勧
め
る
原
田
完
府

本
部
会
長
。

―

走
す
る
岸
田
政
権
を

批
判
し
、
労
働
者
、

国
民
の
願
い
に
根
差

し
た
、
ま
と
も
な
野

党
共
闘
を
国
で
も
地

方
で
も
実
現
す
る
こ

た
い
」

と
訴
え
ま
し
た
。

最
後
に
観
光
客
で

谷
口
善
太
郎
さ
ん

命
日
お
墓
参
り

の
ご
案
内

同
時
　
２
０
２
３
年
６
月
８
日

午

―――Ｉ
Ю
時

集
合
　
八
坂
仲
社
石
段
Ｌ

狛
大

‐―――

大
谷
祖
廟
参
拝

―
束
人
谷
六

角
堂

―
谷

国
家
お
墓

―
円
山
公

園
―
知
恩
院

―
解
放
戦
十

碑
―

祗
園
ｌ
ｉ
条
人
橋
―
先
斗
町
ヒ
ー

ス

（昼
食

・
各
自
負
担
）

解
散
　
１
時

知
分
頃

１
８
９
９
年
１０
月
１５
日
石

県
能
美
郡
図
造
村
和
気
に
生
ま

れ
る
。

。
１
９
２
１
年
清
水
焼
陶
工
と

し
て
京
都

へ
。

・
１
９
４
９
年
衆
議
院
議
員
選

挙
京
都
１
区
で
２
位
当
選
。

。
１
９
７
４
年
６
月
８
日
逝
去

７５
工成
。

連
絡
　
林

森

一
携
帯
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・
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京
丹
後
支
部
の
活
動
か
ら

Ｃ

倉

岡
愛
穂
墓

前
祭

の

と
り
く
み

下
宗
男
さ
ん
が
勤
め
ら
れ
て
い
ま

し
た
が
、
昨
年
末
か
ら
体
調
を
崩

さ
れ
施
設
に
入
所
さ
れ
て
お
り
、

後
任
に
丹
後
町
の
増
田
光
夫
さ
ん

に
引
き
受
け
て
頂
き
、
墓
前
祭
の

開
会
挨
拶
を
行
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

追
悼
の
こ
と
ば
は
、
国
賠
同
盟

・

原
田
完
会
長
、
丹
労
連

・
藤
原
利

昭
議
長
、
共
産
党
丹
後
地
区

・
福

代
慶
典
委
員
長

（代
読

・
谷
口
光

常
任
委
員
）
の
各
氏
が
行
い
、
い

ず
れ
も
各
団
体
が
取
り
組
ん
で
い

る
課
題
や
い
ま
人
間
題
と
な
っ
て

い
る

「軍
拡
か
平
和
か
」
が
問
わ

れ
て
い
る
情
勢
問
題
を
重
視
し
、

闘
う
決
意
が
の
べ
ら
れ
ま
し
た
。

倉
岡
正
三
さ
ん
が
遺
族
代
表
の

あ
い
さ
つ
を
さ
れ
、　
〃戦
争
は
二

度
と
し
て
は
い
け
な
い
″
と
墓
前

祭
へ
の
感
謝
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

最
後
に
参
加
者
全
員
に
よ
る
献

花
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

②
国
会
請
願
署
名
の

と
り
く
み

今
年
度
の
締
切
り
が
迫
っ
て
い

ま
す
ｃ
国
会
請
願
行
動
は
、
全
国
か
ら

署
名
を
持
っ
て
国
会
に
集
ま
り
、

集
会
と
各
国
会
議
員
に
要
請

・
紹

介
議
員
承
一蓄
ζ
び
る
る
行
動
で
す
。

５
月
大
型
連
体
ま
で
の
分
を
集
約

し
ま
す
。
集
め
た
署
名
の
現
物
を

支
部
三
役
ま
で
届
け
て
く
だ
さ
い
。

最
終
的
に
は
５

・
１４
の
合
祀
追

悼
祭

・
知
恩
院
で
府
役
員
に
届
け

ま
す
。
同
盟
中
央
は

「署
名
と
同
盟
員
　
３

拡
大
で
」
４

ｏ
ｌ
～
６

ｏ
３
０
を

特
別
期
間
に
設
定
し
て
い
ま
す
。

６
月
７
日
の
全
国
会
議

（常
任

理
事
会

・
理
事
会
）
に
向
け
奮
闘

を
訴
え
て
い
ま
す
。
大
い
に
奮
闘

し
、
署
名
を
届
け
て
く
だ
さ
い
。

□
■
一

好
天
に
恵
ま
れ
、
２８

人
の
参
加
で
成
功
し
ま

し
た
。
４
月
１６
日

（
日
）
午

後
１
時
３０
分
か
ら
鞍
内

の
倉
岡
愛
穂
さ
ん
の
墓

前
で
、
生
誕
１
２
８
年
、

没
後
８６
年
の
今
年
、
第

１５
回
目
の
墓
前
祭
が
開

か
れ
ま
し
た
。
主
催
は

丹
後
労
働
組
合
総
連
合

や
共
産
党
丹
後
地
区
委

員
会
な
ど
１２
団
体
が
参

加
す
る
実
行
委
員
会
で

し
た
。
事
前
の
天
気
予
報
は

雨
雲
模
様
で
傘
マ
ー
ク

が
で
て
い
た
の
で
、
大

変
心
配
し
ま
し
た
が
、

幸
い
に
も
開
催
前
後
に

は
全
く
雨
は
降
ら
ず
良

か

っ
た
で
す
。

実
行
委
員
長
は
、
岡

追
悼
の
言
葉
を
述
べ
る
国
賠
同
盟
京
都
府
本
部
山

田

完
会
長
。
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宇
治
洛
南
支
部

の

と
り
く
み

（第
１１
回
支
部
総
会
議
案
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
）

○
治
安
維
持
法
犠
牲
者
国
家
賠
償
要

求
同
盟
宇
治
洛
南
支
部
第
Ｈ
回
総
会

議
案

（①
０
０
議
案
）
が
賛
成
多
数

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

○
新
支
部
長
の
こ
挨
拶

新
し
く
選
出
さ
れ
た
役
員
を
代
表

し
て
む
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。
戦
争

か
平
和
か

。
・
ｏ
今
、
重
大
な
岐
路

に
あ
る
日
本
で
、
治
安
維
持
法
犠
牲

者
の
不
屈
の
た
た
か
い
に
学
び
、
平

和
で
戦
争
の
な
い
日
本
の
実
現
に
む

け
宇
治
洛
南
支
部
の
発
展
に
力
を
尽

く
す
決
意
で
す
。

皆
様
の
引
き
続
く
こ
支
援
こ
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

２
０
２
３
年
４
月
１５
日

宇
治
洛
南
支
部

支
部
長
　
山
崎
恭

一

〇
活
動
報
告

（
骨
子
）

。
国
賠
署
名
活
動
１
４
５
筆

（
昨
年

２
２
３
筆
）

ｏ
清
水
寺
宣
伝
、
近
鉄
大
久
保
駅
宣

伝
に
参
加
。

・
会
員
拡
大
活
動
は
、
１２
名
の
入
会

で
し
た
が
、
２０
名
の
退
会
が
あ
り
ま

し
た
ｃ

・
伊
藤
千
代
子
の
上
映
運
動
に
貢
献
。

ｅ
山
宣
祭
実
行
委
員
会
に
参
加
、
墓

前
祭
２
０
０
名
参
加
に
貢
献
。

・
京
都
治
安
維
持
法
犠
牲
者
名
簿
作

成
へ
の
貢
献

Ｏ
Ｈ
期
運
動
方
針

（
骨
子
）

・
京
都
は
７
０
０
人
目
標
。
宇
治
洛

南
支
部
は
２０
名
を
目
標
と
し
ま
す
。

。
国
賠
署
名
の
目
標
は
、
京
都
■
万

筆
、
宇
治
洛
南
支
部
は
５
０
０
筆
を

目
標
と
し
ま
す
。

・
府
本
部
の
定
例
宣
伝
活
動
に
参
加

し
ま
す
。
平
和
ネ
ッ
ト
宣
伝
や
近
鉄

大
久
保
駅
宣
伝
な
ど
宇
治
洛
南
支
部

の
定
例
宣
伝
に
参
加
し
ま
す
ｃ

・
山
宣
墓
前
祭
、
治
安
維
持
法
犠
牲

者
名
簿
作
成
に
参
加
し
ま
す
ｃ

。
映
画

一
伊
藤
千
代
子
」
上
映
活
動

に
参
加
し
ま
す
。

○
提
出
さ
れ
た
こ
意
見
、
質
問
、
提

案
な
ど

・
治
安
維
持
法
て
何
？
今
や
多
く
の

国
民
の
実
態
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

・
戦
争
の
時
代
こ
そ
、
こ
の
活
動
は

重
要
で
す
。
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

Ｏ
Ｈ
期
宇
治
洛
南
支
部
の
新
役
員
体

制
は
次
の
通
り
で
す
。

支
部
長
　
山
崎
恭

一

副
支
部
長

木
村

充

森
下
由
実

（
新
）

磯
貝

建
夫

（
新
）

事
務
局
長

藤
原
元
幸

事
務
局
次
長

谷
回
公
洋

理
事

山
崎
恭

一　
木
村

充

藤
原
元
幸

谷
回
公
洋

中
野
ま
す
み
　
袖
岡

勝

（
新
）

森
下
由
実

（
新
）

磯
貝
建
夫

（
新
）

語
堂

辰
文

（
新
）

図
師
正
武

（
新
）

顧
問
　
前
窪
義
由
紀
　
田
口
克
己

4

平和のための京都の

戦争展 /31ラグt‐のノg/まふたたび戦 (チアをι′夕:ク ｀

8/1(火 )～ 8/6(日 )   ′ぐ誓ι)ま ιた
長浜バイオ大学京都キャンパス   戦飯 〃 だ)■ ク′訴えます
京都市上京区河原町広小路 llる 京都府 アヽ大学付属病院向かい

戦争展の文化企画の一環 として

8月 6日 (日 )午前 10時から治安維持法国賠同盟の主催で
「映画わが青春つきるとも」をアンコール上映 します。


